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●発表主旨
“楽しく、安く、早く“電子工作を心がけています。

ＡＤＡＬＭ１０００すぐれものだと思います。

我々の、若い時代にこんなのがあればよかったのに！！！今の若い人は
幸せ？？？ただこんなに良い物を知らないとは？？？おせっかいにも教
えないと！！！などと考えています。

皆さんのお役にたてれば嬉しいです。



ADALM1000とは

アナログ信号入力：オシロスコープ、（100 kSPS）分解能 4 桁、16 ビット（0.05%）
マルチメーター

アナログ信号出力：ファンクションジェネレータ、（100 kSPS）

入出力：２ｃｈ 同じピンで同時に電流（-200 ～ +200mA）と電圧（0 ～ 5V）
の測定（入力）と供給（出力）

実験機材を並べなくても、スマートに電子回路の動きを学ぶことができる。

シミュレータではないので、実際の信号として体験できる。

ＡＬＩＣＥ（他にPixelPulse2もあり）という波形ビュアーのソフトを使用しているの
で、操作も非常に簡単にできる。



ＡＬＩＣＥという波形ビュアーのソフト



ADALM1000の回路と部品



ダイオード特性 RGB LED

BLUE LEDのダイオード特性を測ってみた。

ＶＦ＝2.7V



ダイオード特性 RGB LED

GEEN LEDのダイオード特性を測ってみた。

ＶＦ＝2.7V



ダイオード特性 RGB LED

RED LEDのダイオード特性を測ってみた。

ＶＦ＝１.7V



ＡＤＡＬＭ１０００の勧め

こんな良い物が、なんと４千円！！！
オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、マルチメーター
含めて、この値段！！！

苦労したところ

ｗｉｎｄｏｗｓ１０では、すんなり動いたのですが
、ｗｉｎｄｏｗｓ７では、ドライバに苦労しました。

オシロスコープ、ファンクションジェネレータ、電
源が一体となり、これだけで、ダイオード特性が
測れてしまいます。

これは、たいへんすぐれものだと思います、活
用してもらえると嬉しいです。
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